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１ 点検・評価の概要 

⑴ 趣旨 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和 31年法律第 162号。以下「法」という。）

第 26条第１項の規定により、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理及び執行の

状況について点検及び評価（以下「点検・評価」という。）を行い、その結果に関する報告書

を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならないとされている。 

本市教育委員会では、この法に基づく点検・評価を行い、具体的な事務事業が着実かつ効

果的に実施されたかなどを検証することにより、本市の教育振興基本計画の進捗状況を把握

し、より効果的な推進を図るとともに、その結果を公表することにより、教育委員会として

市民への説明責任を果たすための取組とするものである。 

⑵ 点検・評価の対象 

ア 教育委員会の会議の開催状況 

イ 教育長、教育委員の会議や研修会等への出席状況 

ウ 重点事業の執行状況 

  「令和４年度 重点事業実施計画書」に掲げる重点事業（14事業） 

エ 指標の実績値 

 

⑶ 点検・評価の方法 

「重点事業の執行状況」については、令和４年度の取組内容と成果、課題と今後の改善点

を示すとともに評価を行った。 

「指標の実績値」については、令和４年度（※令和４年度の実績でないものは直近の実績

値）の実績値を示すとともに目標値に対する達成状況とそれに対する評価を行った。 

⑷ 学識経験者の知見 

法第 26条第２項の規定により、点検・評価を行うにあたっては、教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るものとされている。 

本市教育委員会では、教育委員会としての評価を示したうえで、喜多方市教育振興基本計

画審議会に諮問し、意見をいただき、この意見を事務事業に反映させるよう努めていく。 

〇 喜多方市教育振興基本計画審議会委員 

役 職 等 氏   名 所 属 団 体 等 

会     長 神 田 優 子 元喜多方市立小学校長 

会長職務代理者 伊 藤 尊 仁 喜多方市社会教育委員の会議議長 

 幸 田 久美子 喜多方市公民館運営審議会委員 



２ 

 

 宇津味 守 温 公益財団法人喜多方市体育協会代表理事副会長 

 真 壁 俊 信 喜多方市文化財保護審議会長 

 夏 井 隆 一 喜多方市青少年育成市民会議副会長 

 斎 藤   純 喜多方市立山都中学校ＰＴＡ会長 

 横 山 真 道 喜多方市立第二こども園後援会長 

 武 藤 幸 意 喜多方市校長会長（喜多方市立第二小学校長） 

 佐 藤   毅 喜多方市校長会副会長（喜多方市立第二中学校長） 

 高 橋 さつき 喜多方市立第一こども園長兼第二こども園長 

 吉 川 武 彦 福島県教育庁会津教育事務所長 

⑸ 公表の方法 

本市教育委員会では、点検・評価の結果を報告書として取りまとめ、市議会に提出するとと

もに、市のホームページに掲載し公表する。 



３ 

 

２ 施策の取組状況 

⑴ 喜多方市教育振興基本計画の概要 

本市では、教育基本法第 17条第２項に基づく教育振興策の基本的な計画として教育振興基本

計画「地域を支え未来を拓く人づくりプラン」を策定し、本市の教育を振興するための基本理

念と基本目標を掲げ、施策展開の方針と重点的に取り組む施策の内容、その達成目標を明らか

にし、教育の振興に取り組んでいる。 

⑵ 施策・事業の体系 

この計画では、本市の教育振興の基本的な考え方として、基本理念と３つの基本目標を掲げ

ており、その基本目標を達成するため、本市の教育の現状と課題を踏まえて基本目標ごとに施

策を展開する方針とその目標を定め、重点的に取り組む施策を示している。 

さらに、この計画に基づき年度ごとに重点事業実施計画書を作成し、基本目標を達成するた

めに事業を掲げ取り組んでいる。 

○ 基本理念 

自分と郷土を誇り、自立と共生の精神をもって、たくましく生きる喜多方人の育成 

「まちづくりは人づくり」の考えから、確かな学力と豊かな心を身に付け、自分自身に揺る

ぎない自信を持ち、豊かな自然や歴史・文化に恵まれた郷土を愛し、自立しながらも地域社会

の中で絆を大切にして、共に力強く生き抜いていく力を持った人材を育成していくため、本市

の教育振興の基本的な考え方として基本理念を掲げている。 

 

・基本目標Ⅰ 全ての子どもの「生きる力」を育む  

子どもたち一人一人の個性を大切にしながら、確かな学力、豊かな心、健やかな心身の育

成など、社会の変化に対応しながら、たくましく生き抜いていく力を育みます。 

・基本目標Ⅱ 生涯学習活動への主体的な実践力を育む  

市民一人一人が、学ぶ楽しさや喜びを感じ自己実現を目指すとともに、地域の絆を大切に

しながら、住みよい地域社会づくりに参画できるよう、生涯にわたり主体的に学習活動やス

ポーツ活動に取り組む力を育みます。 

・基本目標Ⅲ 歴史・文化・芸術への関心を高め豊かな感性と郷土愛を育む  

本市の文化等を身近に感じる取組を通して、本市の豊かな自然や歴史・文化・芸術につい

て、市民の興味を喚起し関心を高め豊かな感性と郷土愛を育みます。 
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○ 施策の体系図 
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全ての子ども

の「生きる力」

を育む 

１ 確かな学力の育成 

４ 一人一人のニーズに

応じた教育 

①各種学校訪問等の実施  
②英語力の向上（ALT 配置事業）  
③学校図書館の機能強化（学校司書配置事業）   
④リーディングスキルの向上  
⑤教員を対象とした各種研修会の開催  
⑥幼児教育との接続連携 
 

①道徳教育の充実  
②「喜多方市人づくりの指針」及び冊子「先人から
の贈りもの」の活用  
③小学校農業科の推進  
④生徒指導の充実 
 

５ 学びを支える環境の

整備 

①小中学校における働き方改革の取組  
②安全教育の充実                  
③通学路安全推進プログラムの推進         
④遠距離通学における安全・安心の確保                
⑤小中学校適正規模適正配置の推進                  
⑥保護者の経済的負担の軽減                   
⑦均等な教育機会を確保する支援                 
⑧安全・安心な学校施設の整備                    
⑨コミュニティ・スクールの推進                     
⑩ICT 活用力と情報活用能力及び情報モラルの育成 

①「喜多方市人づくりの指針」の活用  
②各種団体の育成と活動への支援                   
③効果的な生涯学習情報の提供                    
④生涯学習の機会と場の提供                  
⑤図書館の活動の充実  
⑥社会教育施設の整備 

①スポーツに参加できる機会の提供 
②健康づくりを意識したスポーツ活動の推進   
③団体間の連携強化                            
④指導者とボランティアの育成・確保                  
⑤漕艇場を活用したボートのまちづくり              
⑥社会体育施設の整備                                 
⑦学校施設の開放 

①地域全体で子どもたちの成長を支える地域学校
協働活動の推進                            
②青少年健全育成団体の活性化                     
③青少年ボランティアの育成と活動の推進 

１ 学びを通じた心豊か

な人材の育成 

２ スポーツに親しめる

機会の拡充 

３ 郷土を誇り自己啓発

できる青少年の育成 

１ 市民のニーズを踏ま

えた文化芸術に触れる

機会の拡充 

２ 地域に残る自然や歴

史・文化等の保存と活用 

①文化芸術を身近に感じられる環境づくり     
②喜多方市美術館事業の充実                    
③文化芸術団体の活性化への支援                 
④地域資源を生かした文化芸術活動・文化芸術創造
都市事業の推進 

①文化財の保存と活用              
②埋蔵文化財の保存と活用                        
③天然記念物の保護と保存                      
④無形民俗文化財の継承と保存                        
⑤郷土資料等の保存と活用                          
⑥伝統的建造物群の保存と活用 
 

生涯学習活動へ

の主体的な実践

力を育む 

歴史･文化･芸

術への関心を

高め豊かな 

感性と郷土愛
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施 策 目 標 重点的に取り組む施策 

基本目標 Ⅰ 

基本目標 Ⅱ 

基本目標 Ⅲ 

基本理念 

２ 豊かな心の育成 

３ 健やかな体づくり 

 

①肥満防止指導             
②むし歯予防対策の実施           
③食育教育の充実              
④学校給食における喜多方市産農産物の利活用                                          
⑤生涯スポーツへの接続 

①キャリア教育の展開            
②特別支援教育の充実              
③不登校児童生徒への支援 
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３ 点検・評価の結果 

⑴ 教育委員会の会議の開催状況 

   教育委員会の会議は、法第 14条及び喜多方市教育委員会会議規則（平成 18年喜多方市教育

委員会規則第２号）の規定に基づき開催しており、令和４年度における開催状況については、

以下のとおりである。 

   また、会議の傍聴については随時受け入れを行っており、会議録については市ホームページ

に掲載するなど、開かれた教育委員会の運営に努めている。 

開催日等 案件番号 案    件    名 

令和４年４月 14日 

（定例会） 

報告第１号 後援の承認について 

報告第２号 喜多方市小学校農業科支援員の委嘱について 

報告第３号 喜多方市社会教育関係団体の認定の取消しについて 

議案第１号 喜多方市社会教育委員の委嘱について 

議案第２号 喜多方市伝統的建造物群保存地区保存審議会委員の解嘱

及び委嘱について 

協議第１号 喜多方市文化芸術推進基本計画の概要について 

協議第２号 喜多方市文化財保存活用地域計画の概要について 

令和４年５月 11日 

（定例会） 

報告第４号 共催及び後援の承認について 

報告第５号 令和３年度喜多方市公民館事業実施報告について 

議案第３号 喜多方市少年センター補導員の解嘱及び委嘱について 

議案第４号 喜多方市郷土民俗館等運営委員会委員の委嘱について 

議案第５号 喜多方市美術館において収集する美術作品等について 

議案第６号 喜多方市文化財保護審議会委員の委嘱について 

議案第７号 喜多方市立図書館協議会委員の任命について 

議案第８号 喜多方市立小中学校適正規模適正配置審議会委員の解嘱

及び委嘱について 

議案第９号 令和４年度喜多方市一般会計補正予算（第３号）につい

て 

議案第 10号 喜多方市体育施設条例の一部を改正する条例について 

令和４年６月 15日 

（臨時会） 

協議第３号 喜多方市小中学校適正規模適正配置実施計画（案）につ

いて 

令和４年６月 23日 

（定例会） 

報告第６号 共催及び後援の承認について 

報告第７号 喜多方市教育支援委員会委員の委嘱又は任命について 

報告第８号 喜多方市教育支援委員会専門委員の委嘱について 

報告第９号 喜多方市学校給食共同調理場及び学校給食センター運営

委員会委員の解嘱又は解任並びに委嘱又は任命について 

議案第 11号 喜多方市教育振興基本計画審議会委員の解嘱及び委嘱に

ついて 

議案第 12号 喜多方市社会教育関係団体の認定について 



６ 

 

議案第 13号 喜多方市美術品収集委員会委員の委嘱について 

議案第 14号 学校医の解嘱及び委嘱について 

令和４年７月 21日 

（定例会） 

報告第 10号 共催及び後援の承認について 

報告第 11号 喜多方市社会教育関係団体の認定の取消しについて 

承認第１号 令和４年度喜多方市一般会計補正予算（第５号）の承認

について 

議案第 15号 喜多方市学校給食共同調理場及び学校給食センター運営

委員会委員の委嘱又は任命について 

議案第 16号 喜多方市文化財保護審議会臨時委員の委嘱について 

議案第 17号 令和５年度使用小学校教科用図書の採択について 

議案第 18号 令和５年度使用中学校教科用図書の採択について 

議案第 19号 学校教育法附則第９条の規定による絵本等の一般図書の

採択について 

令和４年８月 18日 

（定例会） 

報告第 12号 共催及び後援の承認について 

報告第 13号 喜多方市社会教育関係団体の認定の取消しについて 

議案第 20号 喜多方市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行

状況の点検・評価に係る諮問について 

議案第 21号 喜多方市社会教育関係団体の認定について 

議案第 22号 喜多方市美術館運営協議会委員の解嘱及び委嘱について 

議案第 23号 令和４年度喜多方市一般会計補正予算（第６号）につい

て 

令和４年９月 22日 

（定例会） 

報告第 14号 共催及び後援の承認について 

報告第 15号 喜多方市立学校における学校運営協議会委員の委嘱につ

いて 

報告第 16号 喜多方市社会教育関係団体の認定の取消しについて 

報告第 17号 喜多方市スポーツ推進委員の解嘱について 

報告第 18号 喜多方市立中学校部活動指導員設置要綱の制定について 

令和４年 10月 20日 

（定例会） 

報告第 19号 後援の承認について 

報告第 20号 喜多方市社会教育関係団体の認定の取消しについて 

議案第 24号 喜多方市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行

状況の点検・評価について 

議案第 25号 喜多方市小田付伝統的建造物群保存地区防災計画に係る

諮問について 

議案第 26号 喜多方市奨学資金貸与条例施行規則の一部を改正する規

則について 

協議第４号 喜多方市学校給食基本方針（案）について 

令和４年 11月 10日 

（定例会） 

報告第 21号 共催及び後援の承認について 

承認第２号 令和４年度喜多方市一般会計補正予算（第 10号）の承認

について 



７ 

 

議案第 27号 喜多方市美術館において収蔵する美術作品等に係る諮問

について 

議案第 28号 令和４年度喜多方市一般会計補正予算（第 11号）につい

て 

協議第５号 ひとづくり・交流拠点複合施設整備事業 図書館等建

設・管理・運営等基本計画（案）について 

令和４年 12月 15日 

（定例会） 

報告第 22号 共催及び後援の承認について 

議案第 29号 喜多方市指定有形文化財の指定に係る諮問について 

議案第 30号 喜多方市美術館において収蔵する美術作品等について 

議案第 31号 喜多方市社会教育関係団体の認定について 

協議第６号 令和４年度生涯学習・生涯スポーツ分野の中期的な施策

推進の方針（案）について 

協議第７号 第 14 回喜多方市立小中学校適正規模適正配置審議会付

議事項について 

令和５年１月 12日 

（定例会） 

報告第 23号 後援の承認について 

議案第 32号 令和４年度喜多方市教育委員会表彰について 

協議第８号 新山都公民館建設基本設計（案）について 

協議第９号 喜多方市文化芸術推進基本計画（案）について 

協議第 10号 喜多方市文化財保存活用地域計画（案）について 

令和５年２月９日 

（定例会） 

報告第 24号 共催及び後援の承認について 

報告第 25号 喜多方市立学校における学校運営協議会委員の解嘱につ

いて 

報告第 26号 喜多方市社会教育関係団体の認定の取消しについて 

報告第 27号 喜多方市学校開放体育施設管理指導員の解嘱及び委嘱に

ついて 

報告第 28号 令和４年度生涯学習・生涯スポーツ分野の中期的な施策

推進の方針について 

承認第３号 令和４年度喜多方市一般会計補正予算（第 13号）の承認

について 

議案第 33号 喜多方市指定文化財の指定について 

議案第 34号 喜多方市文化芸術推進基本計画審議会条例について 

議案第 35号 令和５年度喜多方市一般会計予算について 

議案第 36号 令和４年度喜多方市一般会計補正予算（第 15号）につい

て 

令和５年２月 24日 

（臨時会） 

 喜多方市教育委員会教育長職務代理者の指名について 

 

令和５年３月 16日 

（定例会） 

報告第 29号 共催及び後援の承認について 

報告第 30号 喜多方市社会教育関係団体の認定の取消しについて 

報告第 31号 令和５年度喜多方市公民館事業計画について 



８ 

 

報告第 32号 県費負担教職員の異動に係る内申について 

承認第４号 県費負担教職員の異動に係る内申について 

議案第 37号 学校医の解嘱及び委嘱について 

議案第 38号 喜多方市社会教育関係団体の認定について 

議案第 39号 喜多方市スポーツ推進委員の委嘱について 

                         議案第 40号 喜多方市学校開放体育施設管理指導員の委嘱について 

議案第 41号 喜多方市小田付伝統的建造物群保存地区防災計画につい

て 

議案第 42号 喜多方市文化財保存活用地域計画及び喜多方市文化芸術

推進基本計画について 

議案第 43号 喜多方市教育委員会における個人情報の保護に関する法

律等施行規則について 

協議第 11号 喜多方市教育振興基本計画に基づく令和５年度重点事業

実施計画について 

令和５年３月 30日 

（臨時会） 

報告第 33号 喜多方市教育委員会職員の異動に係る内示について 

報告第 34号 喜多方市公民館長及び喜多方市社会教育指導員の任用に

ついて 

承認第５号 喜多方市教育委員会職員の異動に係る内示について 

承認第６号 令和５年度喜多方市一般会計補正予算（第１号）の承認

について 

承認第７号 令和４年度喜多方市一般会計補正予算（第 16号）の承認

について 

議案第 44号 学校歯科医の解嘱及び委嘱について 

報告 34件、承認７件、議案 44件、協議 11件 合計 96件 
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⑵ 教育長、教育委員の会議や研修会等への出席状況 

  教育長、教育委員が職務上出席した会議、研修会等は以下のとおりである。（ただし、教育委

員会の会議、来賓として出席した会議等は除く。） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日等   会 議 等 の 名 称 出 席 者 

４月12日 福島県市町村教育委員会連絡協議会第１回理事会 教育長 

４月13日 福島県市町村教育委員会教育長会議（オンライン開催） 教育長 

４月13日 福島県都市教育長協議会定期総会（オンライン開催） 教育長 

４月22日 会津教育事務所域内三支会連絡会会計監査 教育長 

４月22日 会津教育事務所域内三支会連絡会定例会 教育長、教育長職務代理者 

４月22日 会津教育事務所域内市町村教育委員会教育長会議 教育長 

４月25日 全会津市町村教育委員会教育長連絡協議会 教育長 

５月９日 福島県市町村教育委員会連絡協議会定期総会 教育長、教育長職務代理者 

５月16日 福島県市町村教育委員会連絡協議会耶麻支会常任委員会 教育長、教育長職務代理者 

５月26日 福島県市町村教育委員会連絡協議会耶麻支会総会 教育長、教育委員 

７月19日 福島県市町村教育委員会連絡協議会会津ブロック研修会 教育長、教育委員 

８月25日 福島県市町村教育委員会連絡協議会教育委員・教育長研

修会（オンライン開催） 

教育長、教育委員 

９月29日 教育委員視察研修（会津美里町） 教育長、教育委員 

10月27日 福島県市町村教育委員会連絡協議会耶麻支会秋季研修会 教育長、教育委員 

10月28日 会津教育事務所域内市町村教育委員会教育長会議 教育長 

11月16日 福島県市町村教育委員会新任教育委員研修会 新任教育委員 

１月13日 福島県市町村教育委員会連絡協議会第２回理事会 教育長 

３月24日 会津教育事務所域内市町村教育委員会教育長会議 教育長 



１０ 

 

⑶ 重点事業の執行状況及び指標の実績値 

教育振興基本計画の重点的に取り組む施策に基づき令和４年度に実施した重点事業の中から

点検・評価の対象とした14事業で、基本目標ごとの指標は下記のとおりである。 

 

 

施策目標 重点的に取り組む施策 令和４年度事業（評価対象） 所管課 

１ 確かな学力の育成 
 

①各種学校訪問等の実施 
 

全国学力調査や総合学力調
査による学びの支援 

 
学校教育課 

 

 
⑥幼児教育との接続連携 
 

幼小連携研修会の開催 
 

学校教育課 
 

 
 
 
 
２ 豊かな心の育成 

 
③小学校農業科の推進 
 

ア 小学校農業科研究会の 
開催 

イ 小学校農業科支援員交
流会の開催 

ウ 農業科実習 
エ 小学校農業科作品コンク
ールの開催 

 
学校教育課 
 

３ 健やかな体づくり 
④学校給食における喜多
方市産農産物の利活用 

学校給食への喜多方市産農
産物の活用推進 

 
学校教育課 

 

４ 一人一人のニーズ
に応じた教育 

②特別支援教育の充実 学校生活支援員配置事業 
 

学校教育課 
 

５ 学びを支える環境
の整備 

⑧安全・安心な学校施設
の整備 

小中学校施設改修・改築事
業 

 
教育総務課 

 

⑨コミュニティ・スクー
ルの推進 

学校運営協議会（コミュニテ
ィ・スクール）事業の実施 

 
学校教育課 

  

指標【施策目標との主な関連】 

○ 全国学力・学習状況調査の国語と算数・数学における全国平均との比較【施策目標１】 

○ 「自分にはよいところがある」と回答した割合【施策目標２】 

○ 「人の役に立つ人間になりたいと思う」と回答した割合【施策目標２】 

○ 学級生活満足群と不満足群の割合【施策目標２】 

○ 体力・運動能力調査における達成率【施策目標３】 

○ 「将来の夢や目標を持っている」と回答した割合【施策目標４】 

○ 児童生徒がＩＣＴ機器を活用した取組を行った割合【施策目標５】 

○ 教員がＩＣＴ機器を活用した取組を行った割合（児童生徒が 1人で活用する場面）【施策目標５】 

 

基本目標Ⅰ 全ての子どもの「生きる力」を育む 

 



１１ 

 

 

施策目標 重点的に取り組む施策 令和４年度事業（評価対象） 所管課 

１ 学びを通じた心豊
かな人材の育成 

④生涯学習の機会と場の
提供 

各種講座等の開催及び社会
教育施設の活用 

 
中央公民館 

 

２ スポーツに親しめ
る機会の拡充 

 
①スポーツに参加できる
機会の提供 

 

スポーツ交流都市宣言事業 
 

生涯学習課 
 

②健康づくりを意識した
スポーツ活動の推進 

 
オンラインを活用したイベン
トの実施 
 

 
生涯学習課 

 

３ 郷土を誇り自己啓
発できる青少年の
育成 

①地域全体で子どもたち
の成長を支える地域学
校協働活動の推進 

地域学校協働活動事業 生涯学習課 

  指標【施策目標との主な関連】 

○ 生涯学習講座の受講者数【施策目標１】 

○ 講師派遣事業実施数【施策目標１】 

○ 図書館の図書貸出冊数【施策目標１】 

○ 生涯スポーツ活動者数【施策目標２】 

○ スポーツ施設利用者数【施策目標２】 

 

 

施策目標 重点的に取り組む施策 令和４年度事業（評価対象） 所管課 

１ 市民のニ－ズを踏
まえた文化芸術に
触れる機会の拡充 

①文化芸術を身近に感じ
られる環境づくり  

 
文化と芸術のかおり高いまち
づくり推進事業（喜多方将棋
普及事業） 
 

 
文 化 課 

 

④地域資源を生かした文
化芸術活動・文化芸術
創造都市事業推進 

 
文化と芸術のかおり高いまち
づくり推進事業（文化芸術創
造都市推進事業）※文化芸
術がもつ創造性を地域振興
や観光・産業振興に活用す
ることを目的に実施する事業 
 

文 化 課 
 
 

２ 地域に残る自然や

歴史・文化等の保存

と活用 

④ 無形民俗文化財の継
承と保存 

 
「会津の御田植祭」継承事業 
 

 
文 化 課 

 

指標【施策目標との主な関連】 

○ 喜多方市美術館利用者数【施策目標１】 

○ 文化財活用事業の参加者数【施策目標２】 

○ 文化財の指定件数【施策目標２】 

基本目標Ⅱ 生涯学習活動への主体的な実践力を育む 

 

基本目標Ⅲ 歴史・文化・芸術への関心を高め豊かな感性と郷土愛を育む 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

      基本目標Ⅰ 
 

全ての子どもの「生きる力」を育む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



№ 3

所 管 課

課題と今後
の改善点

学校に対しては、諸学力調査の結果等、エビデンスに基づいた指導助言をすること
で、学力向上に向けた授業の質的改善が図られるようにしていく。また、地域住民
に対しては、学力向上に関する意識が更に向上され、それぞれの立場からできるこ
となどを考えていただけるよう、公表の在り方や伝え方を模索していく。

評　　価
結果として、正答率の向上が見られた学校、学年があった。その要因を探ったり、
効果的な取組を共有したりする場、機会が欲しかった。（コロナ禍により、参集が難
しいことあった）

予 算 額 3,031 千円 決 算 額 2,839 千円

令和４年度の
取組内容と成果

取組：児童生徒の学力調査結果を基に、児童生徒の習熟の実態を図り、学びの支
援を行った。また、児童生徒の学力向上に対して、児童生徒や教職員、保護者、地
域が力を合わせて取り組むことができるよう学力調査の結果を公表した。
成果：全国学力・学習状況調査結果の公表、総合学力調査結果の各校へのフィー
ドバックと活用の仕方について、校長会、学力向上研修会等で助言することで、結
果を十分に活用し、学力向上のための授業の質的改善に努める学校が増えた。

事 業 内 容
児童生徒の学力調査結果を基に、児童生徒の習熟の実態を図り、学びの支援を行う。
また、児童生徒の学力向上に対して、児童生徒や教職員、保護者、地域が力を合わせ
て取り組むことができるよう学力調査の結果を公表する。

教育振興基本計画

基 本 目 標 Ⅰ　全ての子どもの「生きる力」を育む

施 策 目 標 １　確かな学力の育成

重 点 施 策 ①各種学校訪問等の実施

令和４年度重点事業執行状況

事 業 名 称 等
全国学力調査や総合学力調査による学びの
支援

学校教育課

12



 



№ 9

所 管 課

課題と今後
の改善点

文部科学省からの「幼保小の架け橋プログラム」の確認と情報共有ができ、参加者
から有意義な研修会であったという意見が多かった。
令和４年度の研修内容やテーマは、事務局から提案したものであった。令和５年度
は、幼児、児童の実態に即し、こども園職員等のニーズに寄り添ったものにしてい
く。

評　　価
よりニーズにあった研修を進めることで、連携を更に強化することができた。
こども園職員、小学校職員が一堂に会して研修会を実施することは、貴重な機会で
ある。双方からの感想等からは、充実したものであることが伺えた。

予 算 額 ― 決 算 額 ―

令和４年度の
取組内容と成果

小学校とこども園・保育所等における教育充実や相互理解を深める会を２回実施
し、幼児教育及び小学校教育に関わる教職員の資質及び指導力の向上を図ること
ができた。
取組：教員の資質ごと指導力の向上を目指し、８月、１１月に幼児教育・小学校教育
担当者連携研修会を実施した。
成果：「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」について、確認することを通して、
幼、小それぞれの立場から、どのような指導をすべきかについて理解を深めること
ができた。

事 業 内 容

小学校とこども園・保育所等における教育充実や相互理解を深めるとともに、幼児教育
及び小学校教育に関わる教職員の資質及び指導力の向上を図ることを目的とし、幼小
連携研修会を開催する。
・対象　小学校教員、市立認定こども園保育教諭、市内私立保育施設保育教諭等（年２
回）

教育振興基本計画

基 本 目 標 Ⅰ　全ての子どもの「生きる力」を育む

施 策 目 標 １　確かな学力の育成

重 点 施 策 ⑥幼児教育との接続連携

令和４年度重点事業執行状況

事 業 名 称 等 幼小連携研修会の開催 学校教育課
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教育振興基本計画 № 13

所 管 課

課題と今後
の改善点

ア　小学校農業科は、市独自の取組であるため、今までの取組を継続しながら、新たな視点や方向性を
見いだすために、この研究会は必要だと考える。アドバイザーの人数や専門などを検討し、小学校農業科
がより良い取り組みとなるご意見をいただければと考えている。
また、いただいたご意見をまとめておくことやご意見を取り入れた各校の取組を紹介して、さらに小学校農
業科の取組の改善を重ねていきたい。
イ　毎年、校長、担当教員、農業科支援員の多くに参加していただき、情報交換をしている。今年度は夏
休み中の収穫をどのようにするのか話し合う班が多く見られた。どの学校も夏休み中は児童が登校しない
ため、農業科支援員任せになっていることが多くみられた。担当教員が農業科支援員と連絡を密に行うこ
とや夏休み中に収穫時期を迎える作物の時期を遅らせるなどの方法で回避できそうである。
ウ　農業は天候に左右されるため、直前の予定変更があり、対応が難しい場面があった。また、田植えや
稲刈りなど日程が重なってしまい、取材に行けない学校があった。
農業を通して計画性や忍耐力など、農業科の目標を達成することができた。また、食育やキャリア教育、
郷土愛も学べる機会となった。
エ　今年度も３年生から６年生の98％に当たる児童の作品が提出された。成長過程に差があるが、どの
作品も読みごたえがあった。
児童数の減少に伴い、市教委に提出する数やアドバイザーに審査いただく数、入賞の数など見直して取
り組んでいきたい。

評　　価

ア　様々な専門家から多くの視点からのご意見をいただくことができた。それらは次年度取り組むことがで
きそうなものが多くあった。また、情報を共有すると各校で次年度の取組に加えるという学校が見られた。
イ　農業科の担当教員や農業科支援員の情報交換や研究会の情報を共有することで、次年度の取組の
ヒントを得ることができた。また、アドバイザーが各班をまわり、助言してくれることでより良い取り組みと
なった。
ウ　各校で工夫して農業科の目標を達成しようと取り組んでいた。また、それを市教委は支援することがで
きた。天候に左右される事業なので、臨機応変に対応することを心がけて取り組むことができた。
エ　今年も数多くの児童が作品を出品して、素晴らしいコンクールを実施することができた。作品１つ１つ
に児童の心の成長を感じとることができた。小学校農業科のまとめとして継続していきたい。

予 算 額 1,701 千円 決 算 額 1,610 千円

令和４年度の
取組内容と成果

ア　７名のアドバイザーに農業科の取組を説明し、事業評価やご意見をいただく研究会を実施した。アドバ
イザーから、農作物を育てるだけではなく、加工・販売まで行っている６次化の取組を行っている学校を広
げてほしいこと、ウクライナ情勢から食物を育てて食べるサイクルを大切にすること、環境にやさしい農業
を行うことで生き物調査など他の教科にも役立つ学習ができるなどの貴重なご意見をいただいた。
イ　支援員交流会には、農業科支援員など総勢３７名の参加があり、６班に分かれて各校の取組説明を
行った後、意見交換を行った。研究会でいただいたご意見や各学校での取組を共有した。また、今年度は
アドバイザー１名が参加して、班の意見交換にも同席してもらい、質問などに受け答えしていただいた。
ウ　各校には必要な支援を行うとともに取組の取材をし、視察等の受け入れ対応など協力していただい
た。また放射線測定を定期的に行い、採れた食物が安全安心なものであることを検査した。学校によって
は、決められた作物を育てたり、栽培するものをアンケートで決めて育てたり、学校によって違いが見られ
たが、児童の心身の醸成には役立ったと考えられる。
エ　児童作品（作文）コンクールを開催し、1,381点の応募があった。どの作品も作物を育てる苦労や新た
な発見等、児童の成長が感じられる作品が多く見られた。

事 業 内 容

ア　小学校農業科の事業評価等について、委嘱したアドバイザーから意見をいただく研究会を開催する。
イ　各小学校の農業科支援員及び担当教員等が一堂に会し、情報交換を通して自校の農業科の向上について
協議を行う。
ウ　各小学校において、農業科実習を行う。
エ　農業科の感想などをまとめた児童作品（作文）コンクールを開催する。

基 本 目 標 Ⅰ　全ての子どもの「生きる力」を育む

施 策 目 標 ２　豊かな心の育成

重 点 施 策 ③小学校農業科の推進

令和４年度重点事業執行状況

事業名称等 小学校農業科の推進 学校教育課
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№ 22

所 管 課

課題と今後
の改善点

･生産者団体との連携による計画栽培等により、主要品目（じゃがいも、人参、玉ね
ぎ）は学校給食への長期間提供が可能となったことで市産農産物の活用率は増加
した。しかし、春先では給食に納められる野菜が限られており課題となっている。
このため、春先における野菜（山菜、葉物等）の生産と給食への使用について、生
産者の会、栄養士等の学校給食関係者と検討を行い、市産農産物の利用拡大に
つなげていく。
・今後は、学校給食実施計画を策定し、市産品と県産品活用率（福島県の地場産
物活用状況調査）について目標値を設定して取り組んでいきたい。

評　　価
・学校給食への市産農産物の利用割合は増加傾向にあり、地産地消の推進が図ら
れている。

予 算 額 ― 決 算 額 ―

令和４年度の
取組内容と成果

・学校給食喜多方市産農産物活用推進に関する打合せ会を開催（８月、３月に開
催）し、栄養士や調理員からは給食で使用したい野菜や規格について、生産者から
は栽培への思いや生産量増加に向けた課題等お互いの考えを共有した。
・主要品目（じゃがいも、人参、玉ねぎ）に関して、保冷庫の活用や栽培時期の分散
等に取り組み、利用期間の延伸に繋げることができた。
・福島県の地場産物活用状況調査の市産品活用率は令和4年度50.9％で、県内第
１位であった。
・学校給食基本方針を策定し、方針では地産地消の推進を重点項目に掲げ、市産
農産物の利用割合の向上に取り組むこととした。

事 業 内 容
生産者の会、栄養士、調理員等の学校給食関係者と課題解決を図るとともに、協力体
制を強化し喜多方市産農産物活用推進に取り組む。
・学校給食喜多方市産農産物活用推進に関する打合せ会の開催（年２回）

教育振興基本計画

基 本 目 標 Ⅰ　全ての子どもの「生きる力」を育む

施 策 目 標 ３　健やかな体づくり

重 点 施 策 ④学校給食における喜多方市産農産物の利活用

令和４年度重点事業執行状況

事 業 名 称 等 学校給食への喜多方市産農産物の活用推進 学校教育課
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№ 27

所 管 課

課題と今後
の改善点

新年度に向けて、各校からの要望をもとに、指導主事や特別支援教育アドバイ
ザーによる学校訪問を行い、実態を把握した上で、配置を行った。実態に応じて、1
校に複数支援員を配置しているが、支援員を必要としている学校全てに配置できて
いないため、検討が必要である。

評　　価

年間を通して、担当指導主事や特別支援教育アドバイザーが学校訪問を行い、児
童生徒の実態把握と支援員への指導助言を行い、よりよい支援ができるようにして
いる。
学校生活支援員研修会を開催し、課題のある児童生徒への接し方等の理解を深
め、支援員同士の情報共有を行うことができた。

予 算 額 27,610 千円 決 算 額 26,659 千円

令和４年度の
取組内容と成果

特別な支援を必要とする児童生徒の学びを支えるため、学校生活支援員を22名配
置した。
児童生徒の実態を考慮し、7時間パート職員の配置や看護資格を保有する支援員
を配置した。
特別支援学級が新設となった学校及び情緒学級を有する学校の業務負担軽減の
ための配置とした。

事 業 内 容
特別な支援を必要とする児童生徒の学びを支えるため、学校生活支援員を配置する。
・令和４年度配置人数　22名

教育振興基本計画

基 本 目 標 Ⅰ　全ての子どもの「生きる力」を育む

施 策 目 標 ４　一人一人のニーズに応じた教育

重 点 施 策 ②特別支援教育の充実

令和４年度重点事業執行状況

事 業 名 称 等 学校生活支援員配置事業 学校教育課
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№ 43

所 管 課

課題と今後
の改善点

多くの学校施設が老朽化による施設の改修が求められる。安全・安心な学校施設
を整備するため、危険性など優先度を考慮し、改修工事を実施していく必要があ
る。そのためにも学校施設長寿命化計画の検討や学校プールの在り方検討を進め
なければならない。

評　　価

第一小学校体育館屋根改修工事においては、雨漏れが解消され体育館での学習
活動が安心して行えるようになった。中学校外壁改修工事では、経年劣化によるコ
ンクリートの落下事故等を未然に防ぐことができた。高圧受電設備工事、給水設備
改修工事では、学校に必要な電気と水道の環境を整えることができた。第三小学
校暖房設備改修工事では、冬期間の教室内の温度環境が改善され、集中して学
習できる環境を整備できた。全体を通して、学校施設の整備により安全・安心な学
習環境を確保をすることができた。

予 算 額 95,281 千円 決 算 額 92,146 千円

令和４年度の
取組内容と成果

第一小学校体育館屋根等改修工事、中学校校舎外壁改修工事（会北中学校、第
三中学校）により、学校施設の安全・安心を確保できた。駒形小学校高圧受電設備
改修工事、小学校給水設備改修工事（慶徳小学校ほか）、第三小学校暖房設備改
修工事による設備改修を実施し、学習教育環境を改善できた。
学校長寿命化計画の検討、学校プールの在り方の検討については、適正規模適
正配置計画等との調整により進捗がなかった。

事 業 内 容

学校施設を改修又は改築することにより、教育施設としての機能を維持し、望ましい教
育環境を整備する。
・第一小学校体育館屋根等改修工事
・駒形小学校高圧受電設備改修工事
・小学校給水設備改修工事（慶徳小ほか）
・中学校校舎外壁改修工事（会北中ほか）
・小中学校営繕事業
予算の範囲内で老朽化した施設・設備を改修する
・第三小学校暖房機改修工事（R3年度繰越）
・学校施設長寿命化計画の検討
・学校プールの在り方の検討

教育振興基本計画

基 本 目 標 Ⅰ　全ての子どもの「生きる力」を育む

施 策 目 標 ５　学びを支える環境の整備

重 点 施 策 ⑧安全・安心な学校施設の整備

令和４年度重点事業執行状況

事 業 名 称 等 小中学校施設改修・改築事業 教育総務課
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№ 45

所 管 課

課題と今後
の改善点

協議会の持ち方や、保護者・地域との連携についてはそれぞれの協議会で工夫
し、コミュニティスクールの機能を生かした学校運営への協力を行った実績も増えて
きている。
一方、各協議会とも、組織編成のための委員の選出方法は依然として課題となって
いる。今後も、管理職を中心とした研修会を継続して行っていくことが必要である。

評　　価

令和４年度においても、全ての小中学校で学校運営協議会が開催され、熟議に
よって生み出されたそれぞれの協議会の特色を生かした学校運営へのサポートを
行うことができた。コロナ禍での学校運営についても意見を聞くことができ、一定の
成果をあげることができた。

予 算 額 2,237 千円 決 算 額 1,196 千円

令和４年度の
取組内容と成果

学校運営協議会
それぞれの学校又は地域ごとに、２～３回の学校運営協議会を開催し、実態に応じ
たテーマに沿った熟議を行い、学校運営への協力について話し合った。

コミュニティスクール研修会
各協議会での熟議の進め方や学校との関わり方がより充実したものになるよう、コ
ミュニティスクール推進員マイスターを講師に招いて研修会を行った。

事 業 内 容
市内小中学校において、地域住民、保護者等を学校運営協議会委員に委嘱し、学校と
運営協議会がともに知恵を出し合い、「地域とともにある学校づくり」を進める。また、地
域学校協働活動との連携により地域全体で学びを支える体制を構築する。

教育振興基本計画

基 本 目 標 Ⅰ　全ての子どもの「生きる力」を育む

施 策 目 標 ５　学びを支える環境の整備

重 点 施 策 ⑨コミュニティ・スクールの推進

令和４年度重点事業執行状況

事 業 名 称 等
学校運営協議会（コミュニティ・スクール）事業
の実施

学校教育課
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指標の実績値を踏まえた評価 

基本目標Ⅰ 全ての子どもの「生きる力」を育む 

指 標 名 

       令和４年度 令和８年度

目 標 値  

（最終年度） 

施策目標 

との主な 

関   連 実績値 目標値 

全国学力・学習状況調査の国語と
算数・数学における全国平均との
比較 
（数値は、国語と算数・数学の平均） 

【単年】 

小学校 94.7ポイント 98.0ポイント 102.0ポイント 施策目標１ 

【確かな学力

の育成】 中学校 89.2ポイント 90.0ポイント 101.0ポイント 

「自分にはよいところがある」と
回答した割合 
（全国学力・学習状況調査の質問項目で

「あてはまる」と回答した割合） 

【単年】 

小学校 32.3％ 45.6％ 80.0％ 

施策目標２ 

【豊かな心

の育成】 

中学校  29.4％ 44.2％ 80.0％ 

「人の役に立つ人間になりたい
と思う」と回答した割合 
（全国学力・学習状況調査の質問項目で

「あてはまる」と回答した割合） 

【単年】 

小学校  78.0％  76.3％ 90.0％ 

中学校  77.3％   80.5％ 90.0％ 

学級生活満足群と不満足群の割
合 
（Ｑ-Ｕで、学級集団に対し「居心地が良

い、嫌な思いをしていない」と捉えている

子どもの割合（満足群）とその反対の意味

で捉えている子どもの割合（不満足群）） 

【単年】 

小学校 

満足群 

66.5％ 

不満足群 

10.2％ 

満足群 

81.4％ 

不満足群 

    8.0％ 

満足群 

100％ 

不満足群 

0％ 

中学校 

満足群 

61.5％ 

不満足群 

15.6％ 

満足群 

80.0％ 

不満足群 

8.0％ 

満足群 

100％ 

不満足群 

0％ 

 
体力・運動能力調査における達成
率（調査 8項目中、何種目で全国平均値

並みとなったかを表す達成率） 

【単年】 

小学校 
69.5％ 

 令和３年度 
80.1％ 100％ 

施策目標３ 

【健やかな

体づくり】 
中学校 

74.3％ 

令和３年度 
72.5％ 100％ 

 
将来の夢や目標を持っていると
回答した割合（全国学力・学習状況調

査の質問項目で「あてはまる」と回答した

割合） 

【単年】 

小学校   65.6％   69.8％   90.0％ 
施策目標４ 

【一人一人

のニーズに

応じた教育】 中学校   44.8％   59.6％   90.0％ 
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【達成状況と評価】 

【施策目標１ 確かな学力の育成】 

全国学力・学習状況調査の国語と算数・数学における全国平均との比較では、小学校、中学校と

もに目標値に届かなかったものの、中学校で伸びが見られた。令和４年度、小学校 12 校、中学校５

校に訪問し、児童生徒の実態に即した授業改善について、指導助言をした。授業を変えたい、変え

ようという思いをもつ教員が増えてきた。その思いを具現できるよう、具体的な指導助言につい

て、今後ブラッシュアップしていく。 

 

【施策目標２ 豊かな心の育成】 

Ｑ－Ｕテストの結果から、小学校において、目標値を達成できなかったものの、「不満足群」が減

少するという結果の伸びが見られた。年２回の研修会に参加した教員が各校で伝達講習を行い、よ

りよい学級づくりに取り組んでいる。しかし、複雑多様化する児童生徒、その認知（認識）にも大

きな差異がある。そのため、今後の取組として、児童生徒がコンセンサスを形成しながら生活した

り、活動したりできるような教員の資質能力を高めていけるよう働きかけていく。 

 

【施策目標３ 健やかな体づくり】 

体力・運動能力調査において、小学校、中学校ともに伸びが見られた。各校において、児童生徒の

運動面での課題に即して「運動身体づくりプログラム」を確実に実施している。また各校の健康体力

面の実態や課題を基にした、「体力づくり全体計画」を策定し、それに準じて教育活動に取り組んで

いる。今後は、生涯を通して運動に親しみ、健康の保持増進に取り組もうとする態度、行動の素地が

児童生徒に育まれるよう、各学校に働きかけていく。 

 

【施策目標４ 一人一人のニーズに応じた教育】 

全国学力・学習状況調査における質問紙調査「将来の夢や目標をもっているか」の質問に対し、小

学校において伸びが見られた。中学校においては目標値を大きく下回った。発達段階上、中学生は、

指 標 名 

       令和４年度 令和８年度

目 標 値  

（最終年度） 

施策目標 

との主な 

関   連 実績値 目標値 

 
児童生徒が ICT 機器を活用した
取組を行った割合（全国学力・学習

状況調査の質問項目で「ほぼ毎日」「週１

回以上」と回答した割合） 

【単年】 
 

小学校 30.3％  50.0％  100％ 

施策目標５ 

【学びを支え

る 環 境 の 整

備】 

中学校  33.0％  50.0％ 100％ 

 
教員が ICT 機器を活用した取組
を行った割合（児童生徒が１人で
活用する場面） 
（全国学力・学習状況調査の質問項目で

「よく活用している」「どちらかといえ

ば、活用している」と回答した割合） 

【単年】 

 

小学校    62.6％ 80.0％ 100％ 

中学校 42.9％ 50.0％ 100％ 
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現在の自分の姿から具体的な将来像を見据えることが難しいことも結果に影響していると考える。今

後は、キャリア教育の充実を図り、体験活動やボランティア活動を意図的計画的に設定することで、

児童生徒一人一人が、自分の将来像を具体的に考えるきっかけとなるよう働きかけていく。 

 

【施策目標５ 学びを支える環境の整備】 

小学校、中学校ともに、児童生徒、教職員それぞれのＩＣＴの利活用が進んでいる。今後は、学習

のねらいを明確にした上で、ＩＣＴ機器の必要性を精査して利活用できるよう働きかけていく。ま

た、ベテラン層の間に機器の操作に苦手意識をもつ教員がいるので、同僚性を育み、教え合い、励ま

し合いができる学校づくりをしていけるよう働きかけていく。 
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基本目標Ⅱ 
 

生涯学習活動への主体的な実践力 

を育む 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



№ 54

所 管 課

課題と今後
の改善点

【各種講座等の開催・生涯学習の機会と場の提供】
人口減少、高齢化、定年延長、感染症の流行など、現代の社会情勢及び社会現象によるさ
まざまな要因により、公民館講座等への参加者数は、目標値に対して伸び悩んでいるが、今
後も地域と連携しながら、体験活動や対面による講座等を通して学びの場を提供し、人と人
との交流を大切に公民館事業に取り組む。

【社会教育施設の活用】
カイギュウランドたかさとにおける化石発掘体験時の化石在庫が僅少になっていることから、
令和５年度において、化石運搬に係る経費を計上した。今後、化石発掘体験を維持していく
ためには、新たな土地の化石含有調査及び土地所有者との協議が必要となる。

評　　価

【各種講座等の開催・生涯学習の機会と場の提供】
各公民館では、コロナ禍の中、創意工夫を凝らしながら事業運営に取り組んだことにより、参
加者数は前年度を上回ることができた。

【社会教育施設の活用】
市ホームページをリニューアルし、カイギュウランドたかさとの周知改善が図られた。また、僅
少となった化石の在庫に対応するため、指定管理者と協議し、令和５年度に化石運搬に係る
経費を計上したことで、当面の間、化石発掘体験時の材料は確保できる見込みとなり、次年
度以降の事業運営に繋がった。

予 算 額 4,106 千円 決 算 額 3,893 千円

令和４年度の
取組内容と成果

【各種講座等の開催・生涯学習の機会と場の提供】
講座生の高齢化及び固定化、新規講座生が増えないなどの課題に対し、各公民館では、初
めての方が参加しやすい環境整備やユニークな講座名称にするなど、新規受講者を増やす
ための取組みを行った。
また、公民館運営審議会においては、各公民館ともに、十分なコロナ対策のもと、講座内容
を工夫しながら、基本方針に沿った事業運営に取り組んでおり、「概ね良好」と評価された。
（生涯学習講座の受講者数：R4…29,054名）

【社会教育施設の活用】
カイギュウランドたかさとについては、コロナ禍により、利用者が増えない状況ではあった
が、化石発掘体験に使用する化石の在庫が僅少となっていることも課題であったため、結果
として不都合なく事業を行うことができた。

事 業 内 容

各種講座等を開催し、生涯学習の機会と場を提供する。
・生涯学習・生涯スポーツ分野の中期的な施策推進の方針を基に、講座の目的を明確化し、
ライフステージ（青少年、成人、高齢者等）及び体系ごとに講座等を実施する。
・家庭教育の充実を図るため、公民館において家庭教育推進事業を実施する。
・地域住民が各館で主体的に活動できるように、地域の特性を生かした生涯学習推進特別
事業を実施する。
・学校、児童クラブ及び他団体等と連携を図り、地域コミュニティの活性化に繋がる地域連携
事業を実施する。
・市民団体、サークル等が行う学習会に講師を派遣する。（生涯学習講師派遣事業）
社会教育施設の活用を図る。
・勤労青少年ホーム、岩月夢想館の貸館業務を行う。
・カイギュウランドたかさと（指定管理者）の利用者増加の取組を支援する。

教育振興基本計画

基 本 目 標 Ⅱ　生涯学習活動への主体的な実践力を育む

施 策 目 標 １　学びを通じた心豊かな人材の育成

重 点 施 策 ④生涯学習の機会と場の提供

令和４年度重点事業執行状況
事 業 名 称 等 各種講座等の開催及び社会教育施設の活用 中央公民館
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№ 59

所 管 課

課題と今後
の改善点

・大会に出場する市民やスポーツ少年団が固定化しつつあるため、競技種目の見
直しを検討する。また他のスキー大会と日程調整するなど、新たな参加者の増加に
向けた取組が必要である。
・新型コロナウイルス感染症の影響で中止が続いている大会があることから、今
後、開催できるよう実施方法について見直しを行う。

評　　価

・スポーツ大会出場補助金として、大会参加に係る経費の一部を補助することによ
り、市民のスポーツ意欲や競技力向上に結び付けることができた。
・３年ぶりに会津熱塩三ノ倉スキー大会を開催したことにより、スキー場の利用促進
とスポーツ少年団や地域の活性化が図られた。

予 算 額 1,303 千円 決 算 額 1,050 千円

令和４年度の
取組内容と成果

・スポーツ大会（全国大会）出場補助金の交付
　東日本大会以上のスポーツ大会に出場する市民、団体に出場に係る経費の一部
として、補助金を交付した。（26件、44名）
・スポーツ少年団県大会等出場補助金の交付
　地区大会等を勝ち抜き、県大会等に出場するスポーツ少年団に出場に係る経費
の一部として、補助金を交付した。（14件、148名）
・会津熱塩三ノ倉スキー大会の開催
　スキー愛好者の交流促進と市民の健康増進を図るため、スキー大会を開催した。
（参加者110名）
・スポーツ推進委員の派遣事業
　市民のスポーツ活動の活性化を図るため、PTAなどが実施するイベント等にス
ポーツ推進委員を派遣した。（26件、64名）
・きたかた駅伝競走大会、喜多方こども駅伝大会、蔵のまち喜多方健康マラソン大
会については、新型コロナウイルスの影響により中止した。

事 業 内 容

スポーツ交流都市宣言に基づき、市民が気軽にスポーツに参加できる機会を提供する
ため、各種スポーツ教室や講習会、スポーツイベントを開催するとともに、市民ニーズを
踏まえ開催内容や方法を工夫しながら参加者の拡大を図る。
・スポーツ大会等出場補助
・スポーツ少年団県大会等出場補助
・きたかた駅伝競走大会
・喜多方こども駅伝大会
・会津熱塩三ノ倉スキー大会
・指導者派遣事業（スポーツ推進委員派遣）
・（公財）喜多方市体育協会支援事業（蔵のまち喜多方健康マラソン大会）
また、総合的な運動能力やスポーツに対する豊かな感性を育むための児童生徒の交
流事業については、内容や取組手法を検討したうえで開催する。

教育振興基本計画

基 本 目 標 Ⅱ　生涯学習活動への主体的な実践力を育む

施 策 目 標 ２　スポーツに親しめる機会の拡充

重 点 施 策 ①スポーツに参加できる機会の提供

令和４年度重点事業執行状況

事 業 名 称 等 スポーツ交流都市宣言事業 生涯学習課
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№ 64

所 管 課

課題と今後
の改善点

・これまでのeスポーツ体験交流会は、子どもから高齢者まで多くの市民に参加して
いただき、eスポーツを通じた世代間交流を活性化することができた。今後は、eス
ポーツ用具やインストラクターの養成など、継続した取組が実施できるよう体制を整
えることが課題である。
・オクトーバーラン＆ウォーク喜多方大会については、参加者が少ない現状にある
ため、今後、事業の実施方法について見直しを行う。

評　　価

・eスポーツについては、４年度県事業で実施し、多くの市民にeスポーツを体験する
機会を提供できた。また県内でも先行して事業に着手したことにより、市の単独事
業を国の交付金対象にすることができた。
・オクトーバーラン＆ウォークについてはコロナ禍でも市民の自発的なスポーツ活動
を活性化することができた。

予 算 額 1,432 千円 決 算 額 1,432 千円

令和４年度の
取組内容と成果

・公民館事業や学校行事において、eスポーツ体験交流会を開催し、多世代交流と
新たなスポーツ種目の普及を図った。
・実績　11回開催、886名参加
・オンラインスポーツイベント「オクトーバーラン＆ウォーク喜多方大会」を開催し、市
民の自発的なスポーツ活動の活性化を図った。
・実績　参加者154名

事 業 内 容

・eスポーツによる元気なまちづくり推進事業
多くの人と交流しながら楽しめるeスポーツを活用した体験交流会を実施する。
・オクトーバーラン＆ウオーク2022喜多方大会事業
全国的なオンラインスポーツイベントである「オクトーバーラン＆ウオーク」に参加し、喜
多方市民を対象にした喜多方大会を開催する。

教育振興基本計画

基 本 目 標 Ⅱ　生涯学習活動への主体的な実践力を育む

施 策 目 標 ２　スポーツに親しめる機会の拡充

重 点 施 策 ②健康づくりを意識したスポーツ活動の推進

令和４年度重点事業執行状況

事 業 名 称 等 オンラインを活用したイベントの実施 生涯学習課
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№ 73

所 管 課

課題と今後
の改善点

・持続可能な事業実施に向けた体制の構築
・「地域学校運営協議会（CS）」との一体的な推進を図るため、各学校（CS）や保護
者の理解や連携が必要
・既存の学習や学校行事又は新たな取組を「地域学校協働活動事業」に位置付け
るかなど、基準や内規が必要
・事業実施校の選定と選定方法の明確化（公正性が必要）

評　　価

・統括コーディネーターによる具体的な協働活動の企画や提案があったものの、実
践には至らなかった。
・中学校の現状や意向に配慮した部活動指導員や学習支援員を派遣し、学習の機
会を充実させるとともに、向上心や知識を高めることができた。

予 算 額 3,324 千円 決 算 額 3,245 千円

令和４年度の
取組内容と成果

地域と学校が連携した地域学校協働活動の推進のため、統括コーディネーター１
名を配置し、各学校活動の現状調査や地域団体等とのコーディネートを行った。
また、中学校の学習機会の充実を図るため、部活動指導員や学習支援員を派遣し
た。
・実績
　卓球指導員の派遣　会北中学校、高郷中学校
　学習支援員の派遣　会北中学校（ダンス）、高郷中学校（声楽、筝）

事 業 内 容

子どもたちが地域の特色を生かした体験や先人の生き方や教えを通し、郷土を誇り自
己啓発ができるよう地域全体で子どもたちの学びや成長を支えるとともに、地域住民の
生きがいづくりや地域の活性化を図るため、地域と学校が相互に関わり合う地域学校
協働活動を推進する。
・地域学校協働活動推進員の配置

教育振興基本計画

基 本 目 標 Ⅱ　生涯学習活動への主体的な実践力を育む

施 策 目 標 ３　郷土を誇り自己啓発できる青少年の育成

重 点 施 策 ①地域全体で子どもたちの成長を支える地域学校協働活動の推進

令和４年度重点事業執行状況

事 業 名 称 等 地域学校協働活動事業 生涯学習課
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指標の実績値を踏まえた評価 

基本目標Ⅱ 生涯学習活動への主体的な実践力を育む 

 

【達成状況と評価】 

【施策目標１ 学びを通じた心豊かな人材の育成】 

生涯学習講座の受講者数においては、新型コロナウイルス感染症の影響により、中止や縮小とした講

座等があったため目標値には達しなかったが、各公民館の創意工夫のもと、前年度比で約 104％の受講

者数となった。 

講師派遣事業実施数においては、市民の自主的な活動が制限され、勉強会や集会等が開催できなかっ

たことから目標値を大きく下回った。 

図書館の図書貸出冊数においては、令和３年度に 139,972 冊を記録し、目標値を大きく上回ったもの

の、令和４年度では 132,730 冊、前年度比較で約 94.8％となった。このことから、令和３年度はコロナ

禍での行動制限により読書活動が活発化し、令和４年度では行動制限緩和による外出等の増加に伴い、

読書活動が減少したものと推測する。 

今後は、人口減少・高齢化・定年延長などの社会情勢及び社会現象の実態を踏まえ、新たなニーズ

に積極的に応えられるよう、これまで以上に地域や学校との連携強化を図るとともに事業の周知に努

め、最終年度に向けて目標値を達成できるよう取組を進めていく。 

指 標 名 

       令和４年度 令和８年度

目 標 値  

（最終年度） 

施策目標 

との主な 

関   連 実績値 目標値 

 

生涯学習講座の受講者数 
（年間延べ人数） 

【単年】 

 

 

29,054 人 

 

 43,000 人 

 

56,000 人 

 

 

 

 

施策目標１ 

【学びを通

じた心豊か

な人材育

成】 

 

講師派遣事業実施数 
（勉強会等への講師派遣年間回数） 

【単年】 

 

 

  27 回 

 

   60 回 

 

 

  100 回 

 

図書館の図書貸出冊数 
（年間貸出冊数） 

【単年】 

 

 

132,730 冊 

 

134,800 冊 

 

138,000 冊 

 

生涯スポーツ活動者数 
（スポーツイベント・教室等への年間参加者数） 

【単年】 

 

 

10,439 人 

 

 9,800 人 

 

21,000 人 

 

 

施策目標２ 

【スポーツ

に親しめる

機会の拡

充】 

 

スポーツ施設利用者数 
（スポーツ施設の年間参加者数） 

【単年】 

 

 

184,065 人 

 

197,600 人 

 

324,000 人 
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【施策目標２ スポーツに親しめる機会の拡充】 

スポーツイベントや教室等への年間参加者数については、目標値を上回った。 

コロナ禍で今まで中止していた三ノ倉スキー大会等の大会を実施したことに加え、℮スポーツ交流

会等、新たなイベントを開催した結果、前年度対比 159％参加者が増加したことで、市民に対しスポ

ーツに親しめる機会の提供が図られた。 

また、スポーツ施設の年間利用者数については、新型コロナウイルス感染症の影響により令和２年

度は落ち込んだ。令和３年度、令和４年度は増加したものの目標値には届かなかった。令和４年度に

おいては、大会等が開催されなかったことや定期的に利用しているスポーツ団体等が利用を見合わせ

たことなどによるものと思われる。 

今後においては、（公財）喜多方市体育協会等と連携し、今まで実施できなかった大会等を再開させ

るとともに、広報紙やホームページ等で周知することで、スポーツに親しめる機会を提供していく。 
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基本目標Ⅲ 
 

歴史・文化・芸術への関心を高め 

豊かな感性と郷土愛を育む 
 



 



№ 77

所 管 課

課題と今後
の改善点

児童クラブでの将棋体験について、その時点では将棋に興味を持ったとしても、そ
の後も将棋を続けているかは不透明である。実施後の検証も含め、継続して実施
する必要がある。

評　　価

１　ホームページ、新聞、ポスター等で周知を図り、市内外から定員を超える申込み
を受けた。全国規模の将棋イベントに参加する機会を提供できた。
２　初心者の子どもたちが将棋に触れる場を提供した。また、プロ棋士との触れ合
いや将棋大会をとおして、子どもたちの向上心の醸成を図ることができた。
３　体験後、将棋教室に通ってみたいと話す児童が数名いた。将棋への興味を引き
出すことができた。

予 算 額 7,910 千円 決 算 額 7,910 千円

令和４年度の
取組内容と成果

１　将棋の日in喜多方
コロナの影響で、参加者予定1,266名に対し当日参加者は1,022名であった。市内外
から多数の参加があり、「将棋のまち喜多方」をPRすることができた。
２　子ども将棋教室
初心者向けの将棋教室、子ども将棋大会、プロ棋士による指導対局を行った。初め
て将棋を指す子もおり、底辺の拡大につながった。
３　児童館での将棋体験
２つの児童クラブで、合わせて18名が参加した。駒の並べ方、将棋のマナーから対
局まで行った。将棋への関心を高めることができた。

事 業 内 容
更なる将棋の普及・発展を図るため、全国規模の将棋普及の取組である「将棋の日」を
本市で開催する。また、「子ども将棋教室」や児童クラブでの将棋体験実施など、子ども
への将棋普及に努める。

教育振興基本計画

基 本 目 標 Ⅲ　歴史・文化・芸術への関心を高め、豊かな感性と郷土愛を育む

施 策 目 標 １　市民のニーズを踏まえた文化芸術に触れる機会の拡充

重 点 施 策 ①文化芸術を身近に感じられる環境づくり

令和４年度重点事業執行状況

事 業 名 称 等
文化と芸術のかおり高いまちづくり推進事業
（喜多方将棋普及事業）

生涯学習課
（文化課）
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№ 80

所 管 課

課題と今後
の改善点

文化芸術推進基本計画においての文化芸術の創造性を地域振興に生かす基本理
念や歴史文化資源による地域活性化を図る施策目標等の達成にむけて、会津型
の価値や魅力を伝え、活用機会を創出する取組を強化する必要がある。

「会津型デザイン」の活用をテーマにより幅広い活用を目指し、他分野との連携を
図る必要がある。

評　　価

会津型ミュージアム・ウィークには、延べ609人の参加者があり、会津型を広く周知
することができた。

高校生や他団体とのワークショップ等の実施により、多様な団体との連携・協働に
よる会津型活用を進めることができた。

予 算 額 1,042 千円 決 算 額 904 千円

令和４年度の
取組内容と成果

地域の歴史文化を生かした創造都市の形成に向け、県指定文化財「会津の染型紙
と関係資料」（通称「会津型」）を活用した市内周遊型イベント等を実施し、市内高校
生をはじめ、市内市外問わず多くの人たちが文化芸術に触れる機会の充実を図っ
た。
会津型をインスタグラムで紹介し、広く情報発信を図った。
専門家を講師に招き会津型勉強会を２回開催し、参加者はじめ職員も意識向上が
図られた。

事 業 内 容
本市の豊富な地域資源を生かした文化芸術創造都市推進事業を実施する。
・県指定文化財「会津の染型紙と関係資料」（通称「会津型」）を活用した市内周遊型イ
ベントの実施

教育振興基本計画

基 本 目 標 Ⅲ　歴史・文化・芸術への関心を高め、豊かな感性と郷土愛を育む

施 策 目 標 １　市民のニーズを踏まえた文化芸術に触れる機会の拡充

重 点 施 策 ④地域資源を生かした文化芸術活動・文化芸術創造都市事業推進

令和４年度重点事業執行状況

事 業 名 称 等

文化と芸術のかおり高いまちづくり推進事業
（文化芸術創造都市推進事業）※文化芸術が
もつ創造性を地域振興や観光・産業振興に活
用することを目的に実施する事業

文　化　課
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№ 87

所 管 課

課題と今後
の改善点

継承方法について、学校との連携強化を進める必要がある。

祭礼日が、半夏生（７月２日）であることから、祭礼日が平日である場合の関わり方
について、学校との継続した協議が必要である。

評　　価
地域の無形民俗文化財の現状や保存・継承に係る課題を共有し、協議を進めるこ
とができた。

予 算 額 ― 決 算 額 ―

令和４年度の
取組内容と成果

慶徳稲荷神社御田植祭の保存・継承のため、生徒の参加方法等伝統文化への関
わり方について保存団体、地元中学校との協議を実施した。

事 業 内 容
国の重要無形民俗文化財に指定された「会津の御田植祭」の慶徳稲荷神社御田植祭
の継承について、関係団体等との意見交換を継承し、継承方法について検討する。

教育振興基本計画

基 本 目 標 Ⅲ　歴史・文化・芸術への関心を高め、豊かな感性と郷土愛を育む

施 策 目 標 ２　地域に残る自然や歴史・文化等の保存と活用

重 点 施 策 ④無形民俗文化財の継承と保存

令和４年度重点事業執行状況

事 業 名 称 等 「会津の御田植祭」継承事業 文　化　課
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３１ 

 

指標の実績値を踏まえた評価 

基本目標Ⅲ 歴史・文化・芸術への関心を高め 豊かな感性と郷土愛を育む 

 

【達成状況と評価】 

【施策目標１ 市民ニーズを踏まえた文化芸術に触れる機会の拡充】 

喜多方市美術館利用者数では、目標を下回った。 

目標未達成ではあるが、指定管理者による企画展のＰＲ活動や小中学校長会議等において積極的

な利用の周知を行った結果、前年度対比 118％の入館者数を確保し、文化芸術に触れる環境づくり

と芸術作品に触れる機会の提供が図られた。 

今後においても魅力ある企画展の開催、出前美術館、鑑賞事業等入館者増加について指定管理者と

協議検討を進める必要がある。 

 

【施策目標２ 地域に残る自然や歴史・文化等の保存と活用】 

文化財活用事業の参加者数では、目標を下回ったが、文化財の指定件数においては、目標を達成し

た。文化財活用事業においては、新型コロナウイルス感染症により各種講演会等の中止や開催規模の縮

小により前年度対比約 80％の参加者数となったところである。 

今後においては、指定文化財を活用した魅力ある取組みや地域文化への理解・関心を深める取組の

検討を進める必要がある。 

 

 

 

指 標 名 

       令和４年度 令和８年度

目 標 値  

（最終年度） 

施策目標 

との主な 

関   連 実績値   目標値 

 
 
喜多方市美術館利用者数 
（美術館入館者数及び出前美術館利用者数） 

【単年】 

 

 

 

9,543 人 

 

 

15,920 人 

 

 

 17,920 人 

施策目標１ 

【市民ニーズを

踏まえた文化芸

術に触れる機会

の拡充】 

 
文化財活用事業の参加者数 
（国・県・市指定文化財等を活用した各種事業への年間

参加者数） 

【単年】 

 

 

1,367 人 

 

 2,590 人 

 

 2,800 人 

 

施策目標２ 

【地域に残る自

然や歴史・文化

等の保存と活

用】 

 
 
文化財の指定件数（国・県・市文化財指定件数） 

【累計】 

 

 

202 件 

 

 188 件 

 

  200 件 
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４ 教育振興基本計画審議会からの意見 

  教育委員会による点検・評価の実施にあたり、教育振興基本計画審議会からいただいた意見

は次のとおりである。 

 

⑴ 総括的な意見 

重点事業の選択について、新規事業や予算を拡充した事業を対象とするなど、基準を明らか

にするよう検討が必要である。また、毎年度重点事業実施計画書を作成する際にＰＤＣＡサイ

クルを意識した重点事業の構築が必要である。 

  コロナ禍において数値目標の達成は難しかったが、数値で示せない目標については達成でき

た部分もあり評価できる。 

  数値目標だけにとらわれず、結果として望ましい教育が実現できたかということを掘り下げ、

点検・評価を行うことが重要である。 

   

⑵ 各基本目標の重点事業及び指標の実績値に対する意見 

 ≪基本目標Ⅰ≫ 全ての子どもの生きる力を育む 

 ア 重点事業に対する意見 

   ○ 全国学力・学習状況調査や総合学力調査による学びの支援については、弱点がどこにあ

るのかということを捉えて改善に役立てることが重要である。 

     全国学力・学習状況調査の結果の公表においては、求めている学力について説明も工夫

するとよい。また、公表の方法について、就学時検診など多くの人が集まる機会を捉えて

実施することを検討していただきたい。 

また、この事業の取組内容として、教育委員会が学校訪問を行い、授業改善について指

導助言を行っていることを記載するとよい。 

○ 幼小連携研修会の開催については、幼児教育と小学校教育を繋いで研修会を実施してい

ることは、素晴らしい取組であり、今後も継続して実施していただきたい。 

     研修会について、生活の自立の面だけではなく、学びのつながりの面での深まりが得ら

れるよう内容の工夫が必要である。 

  ○ 小学校農業科の推進については、農業科支援員がどのような活動をしているのかについ

て、他の学校の情報が得られるような情報交換の場や情報共有の取組を充実させていただ

きたい。また、農業科の収穫物については、６次化の取り組みや販売することを検討し、

進めていただきたい。 

  ○ 学校給食への喜多方市産農産物の活用推進については、市産品活用率が県内で１位であ

ったことは成果である。広く周知していただきたい。 

  ○ 学校生活支援員配置事業について、支援の必要な子どもが増加傾向である。また、急に

支援が必要になる場合もあることから、配置人数について余裕を持つことを検討していた

だきたい。 

  ○ 小中学校施設改修・改築事業について、ＰＴＡ等からの要望が反映されるよう検討し、 

対応していただきたい。また、学校プールについて、学校間の共同使用が求められている

とすれば検討していただきたい。 
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 ○ 学校運営協議会（コミュニティ・スクール）事業の実施について、コミュニティ・スク

ールを通して地域の方や関係機関の方との繋がりが形成されている。今後も、取組を推進

していただきたい。 

    コミュニティ・スクール研修会の開催時期について、年度初めの実施を検討していただ

きたい。また、コミュニティ・スクールの熟議を基にした学校経営について、ＰＤＣＡサ

イクルのＰからＤＣＡにどのように繋げるかというところをさらに検討していただきた

い。 

 

イ 指標の実績値に対する意見 

  全国学力・学習状況調査について、算数・数学が非常に弱いと感じる。結果を分析し、引き

続き努力していただきたい。 

  人の役に立つ人間になりたいと思うと回答した割合について、小学校が目標を達成している。

農業科などを通し、計画性や忍耐力、心が育ち、人の役に立ちたいという気持ちが育っている

成果であると感じる。 

  ＩＣＴ関係の２指標について、Ｗi-Ｆi 環境が十分でなく、最終年度の目標達成は難しいと

感じる。このような課題を一つでも解決できるよう取り組んでいただきたい。 

  評価や今後の方針について、抽象的な記載となっている部分が多いので、具体的に記載し、

学校にもしっかり伝えていくことが必要である。 

 

 ≪基本目標Ⅱ≫ 生涯学習活動への主体的な実践力を育む 

  ア 重点事業に対する意見 

○ 各種講座等の開催及び社会教育施設の活用については、学校においても社会教育施設を活

用し学習する機会があることから、学校との連携について成果等の記載もあるとよい。 

各種講座等について、喜多方プラザを会場とした各種事業について、充実を図っていただ

きたい。 

また、郷土愛を醸成するような講座などを充実させていただきたい。 

講座については、機会を提供するだけでなく、参加した人の声を広く発信することに努め

ていただきたい。 

○ スポーツ交流都市宣言事業やオンラインを活用したイベントの実施については、スポーツ

が得意ではない人も参加できるような大会やイベントがあると、スポーツに親しめる機会や

多くの人との交流が増えるので、そのような企画を期待したい。また、程よく気軽に取り組

めるようなスポーツやイベントで世代間の交流もできればよい。 

○ 地域学校協働活動事業については、本市では小中学校適正規模適正配置や部活動の地域移

行が進む中で、子どもたちが相互に交流する場が必要であると感じる。 

また、部活動の地域移行については、月１回程度からでも始めていくような環境づくりが

必要である。 

   

イ 指標の実績値に対する意見 

   コロナ禍において数値目標の達成が難しい状況であったことが伺える。 
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 ≪基本目標Ⅲ≫ 歴史・文化・芸術への関心を高め、豊かな感性と郷土愛を育む 

 ア 重点事業に対する意見 

  ○ 喜多方将棋普及事業については、e スポーツとの関連を持たせた事業の展開について検

討していただきたい。 

  ○ 文化芸術推進事業については、会津型を活用したイベントをウォーキングイベントなど

他のイベントと組み合わせたり、連携した取組により活用が広がると考えられる。より一

層の工夫を期待したい。 

 

イ 指標の実績値に対する意見 

コロナ禍において数値目標の達成が難しい状況であったことが伺える。 

喜多方市美術館の展示において、広く市民が気軽に行けるような企画展の開催を期待した

い。 

文化財の指定件数が目標値を上回っており成果であるが、指定された後の管理等も考えて

いただきたい。 

 

   

 

 

 

 

 

 



 


